
講義コード 1316 科目区分 専門教育科目（スポーツ健康福祉専攻）

（フリガナ） スポーツジッセンシドウホウⅢ（ゴルフ） （フリガナ） クニキ　タカハル　／　ハリモト　シゲル

授業科目名 スポーツ実践指導法Ⅲ（ゴルフ） 担当教員名 國木　孝治　／　張本　茂

英文授業科目名

基準年次（開講期） 4年生（前期） 履修形態 選択

曜日/時限/講義室

授業の方法 演習
授業の方法
（詳細情報）

演習中心

単位 2 週時間

授業のキーワード

授業概要・目的

　　　到達度評価の
評価項目

教科書・参考書等

　　授業で使用する
機器等

　　予習・復習への
アドバイス

　　履修上の注意・
受講条件等

成績評価の基準等

メッセージ

オフィス・アワー

その他

ゴルフ場におけるラウンド指導実践⑤

　　ラウンド指導（10-14H）

授業は次の実習地で行い、実施期は9月上旬または9月下旬を予定しているので、掲示版を確認のこと。
　1、2日目・・・ゴルフプラザ萩（ゴルフ練習場）
　3日目・・・萩・石見カントリークラブ（ゴルフ場）

実習時における服装やシューズ等については、別途設ける事前ガイダンスにおいて案内する。

　　ラウンド指導（15-18H）、指導案作成と実際の指導結果の振り返り、授業総括

適宜配布

ゴルフ道具一式（所有している学生は持参し、所有していない履修者には大学が用意する）

空き日空き時間を有効活用して、「健康スポーツ実習（ゴルフ）」履修者に対し、授業外の練習アドバイス等があるとよ
い。

・事前に開催される「授業ガイダンス」に必ず出席すること（この出席状況によっては、実習参加を許可しない場合があ
る）。
・学外授業のため、別途実習費用がかかる。

・原則、全日程の出席を以って評価する。
・授業出席状況、授業への取り組み、ラウンド前に行われる小テスト（ゴルフ・ルールに関する理解度）、及びラウンド中
の態度を基に、総合的に評価する。

各期オフィス・アワー時に國木孝治研究室（7号館：726）にて対応する。

Teaching Method of Sports (Golf)

スポーツ指導論

集中

ゴルフ指導論、ゴルフ指導スキル、萩石見カントリークラブ、ゴルフプラザ萩

本授業は、生涯スポーツ指導者として必要なゴルフの指導法について学ぶことを目的としている。具体的には、本学1
年次に開講されている『健康スポーツ実習（ゴルフ）』を履修する学生に対し、1.各クラブのスウィング技術、2.ゴルフの
ルールやマナーについての知識、3.ゴルフ場でハーフ又は1ラウンド出来る能力、これらのことを身に付けさせるための
指導が出来ることを課題としている。なお、本授業は3日間の集中授業として行う。最初の2日間はゴルフ練習場で基礎
的な技術とゴルフ特性を理解させ、技術指導をしたのち、最終日はゴルフ場をラウンド指導する。

・スポーツを行う対象者の目的・技量に応じた指導ができる。
・指導者としての「伝える力」「教える力」を身に付けることができる。

授業計画

授業ガイダンス

　　実習の概要について
第1回

ゴルフ場におけるラウンド指導実践④

指導スキル

ゴルフ練習場における技術指導実践①

ゴルフ練習場における技術指導実践②

　　スイングレッスン（ショート・アイアン）

　　ラウンド指導（5-9H）

ゴルフ場におけるラウンド指導実践②

　　ラウンド指導（1-4H)

　　スイングレッスン（ミドル・アイアン）

ゴルフ練習場における技術指導実践③

ゴルフ練習場における技術指導実践④

ゴルフ練習場における技術指導実践⑤

ゴルフ場におけるラウンド指導実践①

ゴルフ場におけるラウンド指導実践③

　　ラウンドマナー、ルール、スコアのつけ方等

　　スイングレッスン（ドライバー）

第4回

第3回

第2回

　　スイングレッスン（ショート・アイアン）

第15回

第9回

第8回

第7回

第6回

第5回

第14回

第13回

第12回

第11回

第10回

ゴルフ練習場における技術指導実践⑥

　　アプローチレッスン（グリーン周り）

　　アプローチレッスン（パター）

　　ラウンド指導案の作成

　　スポーツ指導者として身に付けておくべき心構え、視点、モラル、伝える力、教える力

　　スポーツを行う目的・対象者に応じた指導方法、行動変容を理解した指導法

指導案の作成


